
2022年度特別 医学部 医学科

医学データサイエンス

高尾総司

持続可能な開発目標(SDGs)

二二］
：：対象学生

医 （医）

：：他学部学生の履修の可否

否

：：連絡先

yoko-o@md.okayama-u.acjp 

：：ォフィスアワ ー

電子メールにて予約のこと。

：：学部・研究科独自の項目

関連しない

土使用言語

日本語

：：授業の概要

統計学を医学に適切に応用するための基礎を学ぶ

：：学習目的

なぜ臨床医学を実践するうえで、統計学を学ぶ必要があるのかという大切な前提を確認する。

：：到達目標

自ら適切な統計手法の選択ができ、また研究論文で用いられている統計手法が妥当なものであるかどうか判断できるようになること。

：：授業計画

講義は、系統的な内容、トピック、演習で毎回構成する。

https:/ / oumed.okayama-u.acjp/ med/public/ syllabus/2022/Subject/MedicalStatistics _ 2022.pdf 

：：授業時間外の学習（予習・復習）方法（成績評価への反映についても含む）

「なぜ臨床医学を実践するうえで、統計学を学ぶ必要があるのか」ということについて、幅広く考える機会としてもらいたい。
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番
号

月　日
曜
日

時
限

担当講座等 担当教員 講 義 題 目 授  業  内  容

1 4月7日

木 1

衛生学 高尾 総論 統計学を学ぶ意義と必要性

2 4月7日

木 2

衛生学 高尾 単変量解析 無作為化比較試験における統計解析

3 4月7日
木 3

衛生学 高尾 指標 疾病発生状況を集計するための「指標」

4 4月14日
木 1

衛生学 鈴木・松本 因果律 疫学と因果律

5 4月14日

木 2

衛生学 鈴木・松本 推定と検定 推定と検定、研究デザイン

6 4月14日
木 3

衛生学 鈴木・松本 バイアス 因果推論におけるバイアス

7 4月21日

木 1

衛生学 鈴木・松本 層別分析 層別分析、標準化（直接法、間接法）

8 4月21日

木 2

衛生学 鈴木・松本 多変量解析 線形回帰分析

9 4月21日

木 3

衛生学 鈴木・松本 多変量解析 ロジスティック回帰分析

10 4月27日
水 1

衛生学 頼藤
疫学・統計学
応用

疫学・統計学を用いた研究の紹介

11 4月27日
水 2

衛生学 頼藤
データ

サイエンス１
医学研究における統計学の役割
環境生命科学研究科准教授　山本倫生

12 4月27日

水 3

衛生学 頼藤
データ

サイエンス２
統計的因果推論、医学研究における機械学習
環境生命科学研究科准教授　山本倫生

13 4月28日

木 1

衛生学 頼藤

14 4月28日
木 2

衛生学 頼藤

15 4月28日
木 3

衛生学 頼藤

16 5月12日
木 1

衛生学 頼藤

17 5月12日
木 2

衛生学 頼藤

18 5月12日

木 3

衛生学 頼藤

演習

統計パッケージを用いた
具体的な解析の実施
（多変量解析）
新医療開発センター
特別契約職員助教　三橋利晴

科目名 医学データサイエンス

統計パッケージを用いた
具体的な解析の実施
（記述統計）
新医療開発センター
特別契約職員助教　三橋利晴

演習

③授業計画（医学データサイエンス）




